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１．セレンディピティとは 

セレンディピティ創造科学ネットワーク専門委員会の委

員長で千葉大学名誉教授の森田先生に本研究会へお誘

いいただきました．それまで私の頭の中の「セレンディピテ

ィ」という言葉は，ノーベル賞につながるような大発見の裏

には何か偶然が作用していた，という常識的なものでした．

今回の連載に先立つアンケートや研究会での報告を通じ

て，セレンディピティを科学的に分析することに大変興味

を持ちました．偶然や閃きといった一見非科学的に見え

る事象にも，背景があり，もしかするとコントロール可能な

のではないか，と考えると夢がありますね．かくいう私は，

セレンディピティにはかすった程度しかない一エンジニア

です． 

 

２．日常の設計業務の中の創造と制約 

私は工作機械メーカーで，長年機械設計に携わってい

ます．業務内容は大きく分けると以下の3つです． 

 

① 新商品や新機能の構想から商品化 

② 既存製品の仕様追加，シリーズ化，改良やコストダウン 

③ 既存製品をベースにした特定顧客向けのカスタマイズ 

 

入社以来，高速・高精度をめざす開発方針のもと， 

「お客様の期待を超えるマザーマシンを生み出したい」 

という思いで開発に取り組んできました．純粋な研究では

なく，あくまで商品開発がターゲットです． 

ゼロからイチを生み出す，すなわち想像力を働かせて

新規開発する機会は限られており，モデルチェンジやシリ

ーズ展開など，目的が明確になっていることが多いです．

また，「日々是改善」といった業務も多く，コスト改善や機

能向上も，ビジネスを継続する上では重要になります． 

 

３．没頭することと「フロー体験」のこと 

私は金型加工用の高速主軸の開発業務を長く経験しま

した．2000年頃だったと思いますが，寝ても覚めても主軸

のことを考えていました．主軸は構造が単純なので，「太く

て短い主軸を設計すればほとんどの問題は解決できる」な

どと考えて設計に挑むのですが，なかなか満足のいくもの 

 

ができません．お風呂の中でも，寝ているときも頭の中が

いっぱいで，実験中の主軸が止まる夢を見て，文字通り夢

見が悪かった経験があります． 

私の場合，セレンディピティの4象限でいうと，第三象限

（実験駆動型）と第四象限（思考駆動型）をぐるぐる回って

いたように思います1)．四六時中考えていると，矛盾があっ

て解決できなかった制約から，ある時ふと答えが出てくるこ

とがありました．さまざまな使用条件を設定して検証を行う

なかで，「無理をすれば道理が引っ込む」，つまり物理の

法則を素直に考えることが重要だと思うようになりました． 

ある時エンジニアの先輩から「フロー体験」について紹介さ

れ，チクセントミハイの本を読みました 2)．森田先生はラン

ナーズハイに言及されていましたが，私自身も「集中する」

「没頭する」ことについて考えました． 

与えられた設計仕様の中に「自分の課題」を設定して

「没頭して取り組む」ということをずっと繰り返してきました．

私の業務では主軸とか送り軸など，目に見える機械の一

部分となったり，特定の機能として制御装置の中に組み込

まれたり，あるいは特許など知財という形で表に出てくる，

ということになります． 
私の中の結論は，集中し没頭している自分と，その自分

を高いところから見ているもう一人の自分がいて，行ったり

来たりする感覚です（図図1）．主観と客観という言葉がありま

すが，視点を変えてその間を行き来することで，気づくこと

が多くあります． 
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「絶対に○○なはずがない」という強い思い込みが，可

能性を狭めていることがありました． 

同様に，「開発者の思い」と「顧客の立場に立つ」という

視点を切り替えることで，良いアイデアが生まれることがあ

ります．これも主観と客観の間を行き来することに似てい

ます． 
 

４．非定常な状態が生む創造力 

設計業務において，「定常状態≒通常業務」であると考

えていると想像力がうまく働かないことがあります．時間が

ない，納期が迫っているといった切羽詰まった状況で，「ま

ずい，何とかしなきゃ」と思って生まれたアウトプットが，あ

とから見るとシンプルかつ必要最小限で理にかなっている

ことがあります． 

日常業務には，安全やリスク回避の考え方が自然と入り

込んでしまい，迷いが生じて思い切った設計ができないこ

とがあると考えています． 

 

５．常識を疑うことも時には必要 

最近経験した事例として，主軸の軸受間座にフィン構造

を使った熱移動の手法を図図2に示します3)．従来，空気間

の熱移動は大きな効果が期待できないと考えられていまし

た．ところが，ドイツの大学と共同研究を行い，真面目に計

算したところ先の構造では十分に実用になることがわかり

ました． 

軸受の冷却は主軸設計において重要な要素で，当社

には軸芯冷却という特許技術があり，現在も利用していま

す．回転する主軸を冷媒で直接冷却する方法は効果が大

きいのですが，フィンによる冷却も回転側の発熱を固定側

に移動させるという点で原理原則に適っています．また軸

受寿命を考えるとリスクの少ない方法です．特別な媒体を

必要としないオンデマンドなシステムなのでエネルギー消

費の観点から，昨今求められているサステナブルな機械

にマッチしています．今後，採用が増えると考えています． 

 

６．まとめにかえて 

業務以外の余計な仕事，エンジニアとして好奇心から

頼まれてもいない検証をして，その中にヒントが隠れてい

てその後の業務に役立ったという経験をもっています．最

近は効率を重視するので若手エンジニアにはそうした時

間が与えられていません．「タイパ（タイムパフォーマンス）」

という言葉が流行していますが，私には想定する時間軸の

長さの考えが抜け落ちているように思います． 

ここ数年，学会活動やリクルート活動に参加するようにな

り，若手エンジニアのことがとても気になります．入社して1
～2年，基礎ができる前に辞めてしまう若手がいます．大学

にはキャリア教育の講義があり，驚かされるとともに，その

お手伝いをすることもあって時代の変化を感じずにはいら

れません． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近「スキルアップ」ということを若手が気にするようです．

それは与えられるものではなくて仕事を通じて結果的に身

に付くものであって自分自身で意識したことはありません

でした． 
茶道の「守・破・離」にもあるように，エンジニアにも型を

身につける期間，充電時間が必要だと感じます．「石の上

にも三年」と言いますが，1年では身につかないこともあり

ます． 

以上，セレンディピティはただ待つものではなく，日常の

中で没頭すること，好奇心を持ち常識を疑うことのなかに

その芽が潜んでいるのだと考えています．チャンスを高め

るために私自身と私の周りの環境を整えていきたいと思い

ます． 
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図2 フィン構造をもった主軸の軸受間座 
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